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１ 秋田牛全国チャンピオン獲得事業（拡充）
【農林漁業振興臨時対策基金事業】

畜産振興課

長崎県で開催された第１０回全国和牛能力共進会において、県有種雄牛「義平福」号を

父とする肥育牛が全国第２位になったことを契機に、牛肉を始めとする高品質な県産畜産

物の認知度を高めるとともに、生産現場での「義平福」号の利用拡大を図る。

１ 事業内容

(1) チャンピオン作出奨励事業

(2) 市場取引価格アップ対策事業

(3) 県有種雄牛啓蒙普及事業

(4) 「秋田牛」ブランド確立推進事業

(5) 「あきたの畜産」まるごと応援事業（新規） １２月補正分

ア 牛肉や全国的なブランドである比内地鶏、豚肉など県産畜産物の魅力を広く県民

にＰＲするとともに、消費の拡大を図るため、「あきたの畜産」まるごとフェス

ティバルを開催する。

・開催内容：試食・直売会、畜種別ＰＲパネル展示、子供向けプレゼント等

・主 催：畜産関係団体、県

・開催場所：秋田拠点センターアルヴェ

・開催時期：平成２５年３月

イ 「義平福」号の能力を広くアピールし、利用拡大を図るため、繁殖農家や肥育農

家等を対象にしたシンポジウムを開催するとともに、啓発資材を作成・配布する。

① 「義平福」利用拡大シンポジウムの開催

・開催内容：基調講演、事例報告、意見交換等

・主 催：畜産関係団体、県

・開催場所：秋田市

・開催時期：平成２５年１月

・参集範囲：繁殖農家、肥育農家、人工授精師、ＪＡ等

② 啓発資材の作成・配布

・「義平福」繁殖カレンダー（1,500部）、「義平福」ポスター（1,000部）

２ 事業主体

(1) ：県、全国和牛登録協会秋田県支部

(2)、(3)：県

(4) ：県、秋田県産牛ブランド確立推進協議会

(5) ：県（畜産関係団体との共催）

当初予算分
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３ 予算額

３，５００千円（繰入金：農林漁業振興臨時対策基金）

需用費 ４１０千円

委託料 ２，１０９千円

使用料及び賃借料 ４４３千円

その他 ５３８千円

４ 事業年度

平成２１～２４年度
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２ 大規模肉用牛肥育団地整備事業（新規）
【農林漁業振興臨時対策基金事業】

畜産振興課

本県肉用牛の生産基盤の強化や県産牛のブランド化を推進するとともに、観光や食産業
の振興による地域活性化を図るため、企業と地元ＪＡ・農家が新たに設立する畜産法人が
行う大規模な肉用牛肥育団地の整備等に対して支援する。

１ 事業内容
(1) 施設整備等支援事業

初期投資額が大きく、販売開始までに複数年を要する肥育経営の負担軽減を図るた
め、畜舎の整備等に対して助成する。
ア 事業内容 敷地造成（２．２ｈａ）、牛舎等実施設計
イ 実施場所 仙北市角館地内
ウ 補 助 率 県１／２

２ 事業主体
株式会社 秋田仙北夢牧場

３ 予算額
６，８００千円（繰入金：農林漁業振興臨時対策基金）

負担金補助及び交付金 ６，８００千円

４ 事業年度
平成２４～２６年度

＜ 事業全体計画 ＞

年度 主な事業内容 事業費

Ｈ２４ ・敷地造成 １３，６００千円
・牛舎等実施設計

Ｈ２５ ・施設整備等（２００頭規模肥育牛舎３棟、 ３０５，０００千円
堆肥舎１棟、機械設備一式等）

・素牛導入（黒毛和種１８０頭） ７２，０００千円

Ｈ２６ ・素牛導入（黒毛和種２２０頭） ８８，０００千円

合 計 ４７８，６００千円
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３ 戦略作物生産拡大緊急基盤整備事業（拡充）
【農林漁業振興臨時対策基金事業】

農地整備課

戦略作物の品質や収量の大幅な向上を図り、高収益農業の実現を図るため、モミガラ補

助暗渠等による水田の排水強化対策、中山間地域における小規模基盤整備、老朽化した農

業水利施設の長寿命化対策を緊急的に実施する。

１ 事業内容

国庫補助事業「農業体質強化基盤整備促進事業」の平成２４年度予備費の割当内示に

伴い、必要額について補正を行う。

(1) 戦略作物高品質・高収量実現排水強化支援事業

ア モミガラ補助暗渠単独施工型（県単事業）（当初予算分）

イ 水田排水総合強化型（国庫補助事業）

３３６ｈａ（当初予算分）、４５ｈａ（１２月補正分）

(2) 中山間地域農業活性化緊急基盤整備事業（当初予算分）

(3) 農業水利施設長寿命化対策支援事業

ア 基幹施設強化型（国庫補助事業）

１地区（当初予算分）、２４地区（１２月補正分）

イ 小規模施設強化型（国庫補助事業）

４地区（当初予算分）、１３地区（１２月補正分）

２ 事業主体

(1)ア ：農業者、農業生産法人等

(1)イ、(3)ア：県

(2) ：県、地域協議会等

(3)イ ：市町村、土地改良区等

３ 予算額

１，９８７，９６０千円 国庫補助金 １，１５９，５６５千円

繰 入 金 １３４，０９１千円

（農林漁業振興臨時対策基金）

諸 収 入 ３１９，２０４千円

県 債 ３７５，１００千円

工事請負費 １，４７３，６２５千円

委託料 ９２，７００千円

負担金補助及び交付金 ４１６，０２５千円

使用料及び賃借料 １，８１０千円

補償、補填及び賠償金 ３，８００千円

４ 事業年度

平成２３～２５年度
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４ 農林水産部所管の公の施設の指定管理者の指定について

農林政策課

１ 指定管理者の指定（議案第２３６号）

農林水産部の所管する秋田県農業研修センター（本館を除く）については、平成２０

年度から指定管理者制度を導入し、施設の運営を委託してきたが、平成２４年度末で指

定期間満了となるため、新たな指定管理者を指定する。

２ 指定の期間

平成２５年４月１日～平成３０年３月３１日（５年間）

３ 指定管理者の申請状況

施 設 名 所管課 申請件数 申 請 者 説明会参加数

秋田県農業研修センター 農林政策課 １ むつみ造園土木(株) １
（本館を除く）

４ 指定管理者（候補者）の選定

(1) 選定委員会の設置

部内委員２名、外部委員２名、税理士１名 計５名（別頁「委員名簿」のとおり）

(2) 選定委員会の開催

平成２４年１０月５日（金）

(3) 選定経過

申請団体から提出された事業計画書等により、選定委員会で総合的な観点から検討

を行った。

５ 選定結果

施 設 名 指定管理者(候補者) 指定管理者に行わせる管理の業務

秋田県農業研修センター むつみ造園土木(株) ・施設及び設備の維持管理に関する業務
（本館を除く） ・植物の栽培及び管理に関する業務

※ 選定結果については、別紙「指定管理者(候補者)の選定の方法及び結果について」

のとおり

６ 今後のスケジュール（予定）

○ 平成２４年１２月 指定管理者の指定の議決（第２回定例会１２月議会）

○ 平成２５年 １月上旬 指定管理者の指定の告示（秋田県公報）

○ 平成２５年 ２月～３月上旬 指定管理者との協定書の締結

○ 平成２５年 ４月１日～ 指定管理者による管理運営の開始

-6-



農林水産部指定管理者(候補者)選定委員会 委員名簿

区 分 職 名 氏 名 備 考

委員長 秋田県農林水産部長 藤 井 英 雄

委 員 秋田県農林水産部次長 牧 野 一 彦

委 員 税理士 福 井 治 有識者

委 員 (社福)秋田県社会福祉協議会事務局長 佐々木 繁 福祉関係団体

委 員 増 永 一 葉 利用者
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１
　
申
請
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
事
業
計
画
書
等
に
よ
り
、
選
定
基
準
に
沿
っ
て
設
定
し
た
審
査
項
目
ご
と
に
各
委
員
が
評
価
（
評
点
付
け
）
を
行
っ
た
。

　
　
　
（
評
　
点
）

　
　
　
　
　
５
点
：
特
に
優
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
４
点
：
優
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
３
点
：
や
や
優
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
２
点
：
や
や
劣
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
１
点
：
劣
っ
て
い
る

２
　
全
委
員
の
評
点
を
合
計
し
、
選
定
基
準
の
ウ
エ
イ
ト
を
も
と
に
評
点
の
合
計
を
１
０
０
点
換
算
し
た
。
（
満
点
を
１
０
０
点
と
し
て
再
計
算
）

　
　
（
申
請
団
体
の
評
点
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
「
評
点
表
」
を
参
照
）

３
　
２
を
も
と
に
委
員
間
で
総
合
的
観
点
か
ら
議
論
・
検
討
を
行
い
、
適
当
と
認
め
ら
れ
る
団
体
を
指
定
管
理
者
の
候
補
者
と
し
て
選
定
し
た
。

　
　
（
議
論
・
検
討
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
「
総
合
評
価
（
選
定
結
果
）
」
を
参
照
）

○
　
む
つ
み
造
園
土
木
(
株
)
は
、
全
て
の
審
査
項
目
に
お
い
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
評
点
を
獲
得
し
て
お
り
、
換
算
後
の
評
点
の
合
計
も
7
4
.
5
点
と
な
っ
て
い
る
。

○
　
む
つ
み
造
園
土
木
(
株
)
は
、
施
設
内
の
企
画
展
示
や
園
芸
体
験
研
修
等
を
行
う
た
め
の
企
画
力
に
優
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
取
組
が
具
体
的
で
あ
る
。

○
　
こ
れ
ま
で
の
指
定
期
間
に
お
い
て
も
、
県
民
の
憩
い
の
場
、
学
習
の
場
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
一
定
数
の
利
用
者
を
確
保
し
て
い
る
。

◎
　
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
む
つ
み
造
園
土
木
(
株
)
を
指
定
管
理
者
の
候
補
者
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

■
　
総
合
評
価
（
選
定
結
果
）

　
２
　
施
設
の
設
置
目
的
の

　
　
効
果
的
達
成

（
満
点
：
３
０
点
）

３
　
効
率
的
な
管
理

（
満
点
：
３
０
点
）

○
む
つ
み
造
園
土
木
(
株
)秋
田
県
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
生
態
系
公
園
等
に
係
る
指
定
管
理
者
（
候
補
者
）
の
選
定
の
方
法
及
び
結
果
に
つ
い
て

○
　
評
点
表

●
　
選
定
の
方
法

（
満
点
：
１
０
点
）

合
　
　
計

（
満
点
：
１
０
０
点
）

５
　
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
４
　
適
正
か
つ
確
実
な
管
理

　
　
を
行
う
能
力

（
満
点
：
３
０
点
）

１
　
県
民
の
平
等
利
用
の
確
保

（
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
失
格
）

23
.0

21
.0

22
.7

7.
8

74
.5
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